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　千葉大学は文部科学省大学教育再生加速プログラムAPの委託を受け「次世代才能スキップアップ」プログラム実
施している。このプログラムは理系に強い千葉大学の特長を生かす理系グローバル人材養成力強化の取り組みである。
高校生が大学の学びを体感する体系的科学実験「基礎力養成講座」，さらにやる気と能力がある高校生に向けた課題
研究支援「G-スキッパー」，グローバル力養成のための国際研究発表会，留学生派遣事業よりなる。本稿では平成29
年度の基礎力養成講座4コース(健康・医療，総合科学，テクノロジー，園芸学)を受講した高校生の学びを分析し，
高大接続プログラムとしての本取組みの効果を考察したものである。高校生が各講座受講後に書いたレポートの自由
記述をテキストマイニング法により解析し，高校生の学びを検討した。この結果，次世代スキップアッププログラム
での学びは高校生に学問への興味を喚起するものであり，また大学での学びを意識させるものであったことが示唆さ
れた。
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Ⅰ背　景

 　グローバル世界の中，大学が世界規模で競争するこ
とが求められている⑴。このため大学の教育力強化が図
られており，教育再生実行会議の提言に基づき文部科学
省大学教育再生加速プログラム（AP）が実施されている。
千葉大学は当該プログラムタイプIII（高大接続）を受託し，
大学教育改革と連動する形で，さまざまな高大接続プロ
グラムを実施している⑵。

Ⅱ千葉大学が開発した大学教育再生加速プログラム
（AP）タイプⅢ（高大接続）の概要

　千葉大学ではグローバルな視点を持った理系人材の育
成強化を目的とした「次世代才能スキップアップ」プロ

グラムを開発し，実施してきた。
1．「次世代才能スキップアップ」プログラムの概要
　「次世代才能スキップアップ」プログラムは，文部科
学省大学教育改革加速プログラムTypeⅢ高大連携によ
り千葉大学が実施する理系人材養成の高度化推進プログ
ラムである。千葉大学と県内の高校がコンソーシアムを
組み，県域全体をSSH（スーパーサイエンスハイスクー
ル）化し，科学に関心がある生徒に，早期からの高度な
科学体験・教育を提供している。さらに優秀な生徒に対
しては千葉大学の多様な入試を活用し入学できるシステ
ムを構築し，高大接続を促進している。
　千葉県内全域の高大連携コンソーシアム体制としては，
千葉大学メンバーに加え，千葉県教育委員会，千葉市教
育委員会，千葉県内重点連携高校，近隣都県高校，グ
ローバル科学教育推進のためのツインクルコンソーシア
ムのASEAN連携大学・高校により構成されている。
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2．基礎力養成講座の概要
　「次世代才能スキップアップ」プログラムでは，さま
ざまな取り組みを行っており，理系人材育成や高校生の
グローバル教育支援などがある。その中でも理系人材育
成における基礎力養成講座は，平成26年度より開始され，
４年目を迎えた。現在は６コース（健康・医療，総合科
学，園芸学，園芸AO，テクノロジー，特別）の分野横
断的講座を定期的に開催している。講座内容は，大学教
養教育を基盤として，段階的にレベルを上げてゆくもの
で，受講生は継続して講座に参加することにより，幅広
い知識・実験スキル・科学的な思考を身につけることを
目的としている。週末及び長期休暇を活用し，大学での
実験・研究体験を行うものである。
　平成29年度は６コース計29講座を開講した。千葉県内
外の高校生が参加し，各講座で大学における実験・研究
の体験を行った。
　高校までの学びやオープンキャンパスへの参加だけで
は，高校生にとって大学ではどのようなことを学ぶのか，
また研究者や教育者になるという道筋をイメージするこ
とは困難である。そこで，本講座の実施により大学の施
設を利用しての実験講座や講義，大学院生・学部生，研
究者との触れ合いなど，高校生が早期から大学での教育
に触れることにより，自分の将来像を獲得することを目
指した。

Ⅲ研究目的

　「次世代才能スキップアップ」プログラムでは，高校
生が早期に大学での高度な科学実験・研究といった教育
に触れることにより，大学ではどのようなことをどのよ
うに学ぶのかといったイメージを明確にし，大学進学の
目的意識やモチベーションを高めることで，高大接続の
強化を図ることが期待されている（２）。本研究では，「次
世代才能スキップアップ」プログラムの基礎力養成講座
を受講した高校生の多岐にわたる経験や学びを分析し，
本講座が受講生の将来への意識や学問への印象形成にど
のような効果を持つかについて検討した。

Ⅳ対象と方法

1．対象
　「次世代才能スキップアップ」プログラムの基礎力養
成講座４コース（健康・医療，総合科学，テクノロジー，
園芸学）のうち平成29年６月から11月26日までの20講座
を受講した高校生，総数399名（延べ人数）のうち記述
式アンケートに回答した生徒310名である。全体での回
収率は78%であった。基礎力養成講座のうち３コース（健
康・医療，総合科学，テクノロジー）については，振り
返りシートの記述を解析に用いた。一方，園芸学コース
については，平成29年度は受講生が延べ31名と少なかっ
たため，単純集計のみ行った。
　平成29年度「次世代才能スキップアップ」プログラム
基礎力養成講座の健康医療コース５講座に参加した延
べ人数，162名のうち振り返りシートの回収枚数は156
枚（96%）であった。総合科学コース７講座に参加した
延べ人数77名のうち振り返りシートの回収枚数は64枚

（83%）であった。テクノロジーコース５講座に参加し
た延べ人数129名のうち振り返りシートの回収枚数は69
枚（53%）であった。
　振り返りシートの質問項目のうち，「伝えたいこと，
感想など」に生徒が行った自由記述を解析対象とした。
2．解析方法
　生徒が記入した記述式アンケートを，テキストマイ
ニングソフトウェア（IBM SPSS Text Analytics for 
Surveys 4.0.1）を用いて分析した。まず，受講生の記述
データをExcelに入力（１セルにつき１人のデータ）し，
テキストマイニングソフトウェアにインポートした。次
に感性分析によってキーワードを抽出し，その結果をも
とに自動でカテゴリを作成した。その後，全てのワード
に目を通し，文脈上の意味を考慮した上でカテゴリを修
正し，再度作成を行った。
　次にそれぞれのカテゴリを出現頻度（回答数）の高
い順に並べた。このカテゴリWebテーブルを使用して，
共通する回答数の多いカテゴリを表にまとめ，記述内容
の傾向を把握した。ここで，あるカテゴリが回答の中で
何度使われているかを「出現頻度」，あるカテゴリと同
時に回答されたカテゴリとの関連度を「重複度」，ある
２つのカテゴリの組み合わせを回答している回答数を「共
通する回答数」とした。さらにカテゴリWebのサーク
ルレイアウトを使用して，カテゴリの関連度を視覚化した。
カテゴリwebのサークルレイアウトについて，アンケー
トの回収枚数が最も少なかった総合科学コース（64枚）
を基準として，回収枚数の比により健康・医療コースは
共通する回答数が２以上，テクノロジーコースは共通す
る回答数が１以上のカテゴリを抽出してカテゴリの関連
度を視覚化した。また，コース全体については，共通す
る回答数が６以上のカテゴリを抽出してカテゴリ間の関
連度を比較した。

Ⅴ結果

１）受講生の属性等
　平成29年度は全36校から，それぞれ健康・医療コース
生38名，総合科学コース生11名，テクノロジーコース生
29名，園芸学コース生７名が参加した。その他に受講が
１回限りのオープン生も参加した。
１）受講生の学年と性別
　平成29年度に「次世代スキップアップ」プログラム基
礎力養成講座に実際に参加した高校生の学年は，以下の
とおりである。延べ人数399名のうち，高校３年生２％
（８人），高校２年生17%（68人），高校１年生81%（323人）
であった。また性別は男44%（177人），女56%（222人）
であった。
　各コース別の学年は以下のとおりである。
a.健康・医療コース 
　平成29年度に「次世代才能スキップアップ」プログラ
ム基礎力養成講座の，健康・医療コースの５講座に参加
した高校生の学年は延べ人数162名のうち，高校２年生
18％（29人），高校１年生82％（133人）であった。性別
は，男子28％（46人），女子72％（116人）であった。
b.総合科学コース
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　平成29年度に「次世代才能スキップアップ」プログラ
ム基礎力養成講座の，総合科学コースの７講座に参加し
た高校生の学年は，以下のとおりである。延べ人数77名
のうち，高校３年生（３人），高校２年生（13人），高
校１年生（61人）であった。性別は，男子53％（41人），
女子47％（36人）であった。
c.テクノロジーコース
　平成29年度に「次世代才能スキップアップ」プログラ
ム基礎力養成講座の，テクノロジーコースの５講座に参
加した高校生の学年は，以下のとおりである。延べ人数
129名のうち，高校３年生（１人），高校２年生（12人），
高校１年生（116人）であった。性別は，男子69％（89人），
女子31％（40人）であった。
d.園芸学コース
　平成29年度に「次世代才能スキップアップ」プログラ
ム基礎力養成講座の，園芸学コースの３講座に参加した
高校生の学年は，以下のとおりである。延べ人数31名の
うち，高校３年生（４人），高校２年生（14人），高校１
年生（13人）であった。性別は，以下のとおりである。
延べ人数31名のうち，男子３％（１人），女子97％（30人）
であった。

２）自由記述の分析
コース全体の自由記述にある記述内容を，出現頻度の高
い順に見ると，「楽しい（120）」，「実験（79）」，「講座（58）」，

「ありがとう（49）」，「知識（48）」，「経験（44）」，「学ぶ
（42）」であった（図１）。
　重複度の高いカテゴリは[実験－講座－経験－楽しい
－知識－学ぶ]であった（表１）。共通する回答数が多い
順に見てみると，[実験－楽しい]（23）が最も多く，各
コースで行われた様々な実験が受講生にとって楽しいと
いう良い印象を与えたことがわかる。
　また，共通する回答数の多いものに[学ぶ－楽しい]（18）
があり，１つ１つの記述を見ると，「この基礎力養成講
座での学びが楽しいものであった」，「学ぶことは楽しい」

といった内容が多かった。さらに，[難しい－楽しい]（17）
という関連性が見られた。記述を見てみると，「普段学
校で行う実験より高度な実験のため難しかったが，楽し
かった」という内容であった。このことから，大学レベ
ルの実験は高校生にとって難易度の高いものだが，充実
し実りの多い講座であったことがうかがえる。特に，出
現頻度の高い，楽しい（120）については[楽しい－講座]
（16）とあるように，この「次世代才能スキップアップ」
プログラムの基礎力養成講座での学びが，受講した高校
生にとって楽しいものと感じられたことが示された。

Ⅵ考察

　「次世代スキップアップ」プログラム基礎力養成講座
に参加した高校生の回答は，全体を通して「楽しい」カ
テゴリの回答が最も多く，次いで「実験」「講座」となった。
これは大学教養レベルの実験実習を行う基礎力養成講座
が，受講生にポジティブな印象を与えたことを示している。
　「大学への興味」カテゴリの分析により，健康・医療
コース受講生の「大学への興味」が増したことが示された。
健康・医療コースでは，受講生と講師・TAの大学生と
の交流の深さが見受けられたため，受講生と講師・TA
の交流が多い講座であるほど，「大学への興味」に通じ
ていると言える。これは，研究室での課題研究による大
学研究者・大学院生・学部生との交流によって，受講生
が研究者・教育者としての自分の将来像をイメージでき
ことが考えられる。これから本プログラムを進めていく
上で，高校生の大学進学の目的意識やモチベーションを
高めていくために，大学研究者・大学院生・学部生が高
大接続の意識をより高く持つことが求められる。
　「将来」カテゴリの分析では，各コースとも講座に参
加したことが「将来」について考えるきっかけや，進路
選択に影響をもたらすことにつながることが示唆された。
また「将来，薬学系に進みたいので化学だけ勉強してい
れば良いと思っていたが，講義を受けて物理も深く関わっ

図1　受講生アンケートの自由記述から抽出されたカテゴリの出現頻度
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えるきっかけや、進路選択に影響をもたら （ ）は出現頻度を示す 

表１ 自由記述から抽出したカテゴリの関連性 表１　自由記述から抽出したカテゴリの関連性
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ていることを知った」という記述があった。本プログラ
ムにおいて，大学での学びが各学問領域に渡る学問であ
ることの気づきをもたらすことができたことは，大きな
成果だと言える。

Ⅶまとめ

　次世代スキップアッププログラムでの学びは高校生に
学問への興味を喚起するものであり，また大学での学び
を意識させるものであったことが示唆された。今後この
プログラムの成果を大学進学へつなげる方策について検
討したい。
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